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目  標 【茶華道・書道（茶道）部の年間目標】 
○部活動の実施にあたっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。 
○日本の伝統ある茶道の作法を学ぶだけでなく、茶道を通して正しい日本語の使い方や季節のお
花の名前などの教養を身につけさせる。 
○栃商デパートでの薄茶席「喫茶去」にて、お客様の前でお点前を披露できるよう、普段から栃商
デパートを意識して稽古に励む  

活動方針 【活動方針】  
○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。 
○生徒間で話し合いを行い、部員全員が活動しやすい雰囲気作りに努める。 
○上級生は、自身の稽古だけでなく、下級生の技術向上のために、サポートも行う。 
○月に１回程度、部員全員でお茶を点て、お茶と和菓子を楽しむ茶会を開き、部員同士や教師等の
交流を図る。 
○熱中症予防として、適宜水分補給をするなどの対策を行う。 
○感染症予防として、換気、手洗いの対策を行っている。 
 
【休養日】 
○活動日以外は原則休養日。 
 また、検定補習期間や、定期テスト・検定前なども学業を優先し、休養日とする。 
 
【活動時間】 
○１学期は毎週水曜日、２学期は毎週月・水曜日、３学期は水曜日月 1 回程度開催。 
○１日の活動時間は２時間程度とし、１８時には完全下校とする。 
 

年間計画 参加予定大会等 その他 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
 

１月 
 

２月 
 

３月 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栃商デパートでの薄茶席 「喫茶去」 

 

茶華道・書道（茶道）部の活動方針 
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目  標 【華道部の年間目標】 
○部活動の実施にあたっては、生徒の安全・体調を第一に考えて実施する。 
○日本の伝統ある華道を通して生け方だけでなく礼儀やマナー、花の名前などの教養を身につけ 
させる。 
○異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教師等の望ましい人間関係の構築を図る。                 
○栃商デパートでの「華道展」にて、お客様に感動していただけるよう、普段から意識して稽古に   
励む。 
○技術の向上を図るとともに、部活動をとおして個性を伸長させ、生涯にわたって楽しむ意欲と態 
度を養う。 

活動方針 ○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。 
○生徒間で話し合いを行い、部員全員が活動しやすい雰囲気作りに努める。 
○上級生は、自身の稽古だけでなく、下級生の不安を緩和したり、技術向上のために、サポート
も行う。 
○稽古のあとは、お互いの生け方を見て表現方法や様々な感性を学び、技術の向上に役立て、交
流を図り望ましい人間関係を築く。 
○感染症拡大防止や熱中症予防のための対策を徹底する（体温記録、消毒、手洗い、こまめな水
分補給など）。 
【休養日】 
○活動日以外は原則休養日。 
 また、検定補習期間や、定期テスト・検定前なども学業を優先し、休養日とする。 
【活動時間】 
○年間を通して、月１回おもに木曜日に開催。 
 １日の活動時間は１時間程度とし、１７時半には完全下校とする。 

年間計画 参加予定大会等 その他 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
 

１月 
 

２月 
 

３月 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇茶華道部南部支部交流会 
 
 
 
 
 
〇栃商デパート華道展 
 
 
 

茶華道・書道（華道）部の活動方針 
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目  標 ○部活動の実施に際しては、生徒の体調管理を第一に考えて実施する。                                                   
○生徒の主体的な活動を重視し、生徒間での話し合いを持たせる。                                 
○書道作品を通して、古典作品や文化に対する教養を身につけさせる。                            
○作品制作を通して、自身で作品を作り上げた達成感や自己肯定感の育成に努める。 

活動方針 【活動方針】 
○活動実施日の気候や生徒の体調に応じた練習時間とする。                                          
○部内での作品批評会を定期的に開催し、部員同士の意見交換をとおして望ましい人間関係
を築く。                
○作品批評会の事前準備や作品制作をする中で、自身の取り組む作品について知る。                    
○出品締切までのスケジュール管理を提案し、それをもとに生徒自身に自己管理させる。 
 
【休養日】 
○原則として、毎週土・日曜日を休養日とする。                                       
○定期試験初日の１週間前から定期試験実施期間（最終日を除く）は活動を行わない。ただし、当
該期間においても、外部開催の文化祭等参加の場合は、校長の承認を得て活動を実施することもあ
る。 
○長期休業中も、学期中に準じた扱いとする。                                                   
○8/11～8/18、12/29～1/3、は、オフシーズンとする。 
 
【活動時間】 
○一日の活動時間は、2～３時間程度として 19：30 には完全下校とし、休業日も同じとする。                  

年間計画 参加予定大会等 その他 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10 月 
 

11 月 
 

12 月 
 

１月 
 

２月 
 

３月 

 
 
 
 
 
 
○東日本書道会学生展 
 
 
 
○下野書道展高校選抜書展                      
○栃木市内高等学校合同書道展  
 
 
○栃商デパート書道展 
 
○栃木県高校書道展 
 
○日書学全国学生展 
 
○下野書初展 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
〇小学生対象書道教室ボランティア 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇小学生対象書道教室ボランティア 
 
〇新年書初め教室(小学生)ボランティア 
 
 
 

茶華道・書道（書道）部の活動方針 
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